
　
市
制
15
周
年
記
念
事
業
と
し
て
製
作
し
て
い
た
映
画
「
五
日
市
物
語
」
が
10
月

に
一
般
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
般
公
開
に
先
立
ち
、
あ
き
る
野
映

画
祭
で
試
写
会
を
行
い
ま
す
。
長
い
歴
史
の
中
で
優
れ
た
文
化
が
花
開
い
た
東
京

の
ふ
る
さ
と
五
日
市
。
豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
た
私
た
ち
の
ま
ち
で
先
人
た
ち
が

ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
ぶ
り
を
し
て
い
た
の
か
、
皆
さ
ん
も
思
い
を
馳
せ
て
み
ま
せ

ん
か
。
ふ
る
さ
と
の
先
人
が
刻
ん
だ
歩
み
を
受
け
継
ぎ
、
未
来
へ
と
伝
え
る
私
た

ち
の
今
を
描
き
な
が
ら
、
我
が
ま
ち
の
素
晴
ら
し
さ
を
全
国
に
発
信
し
ま
す
。

　
古
く
か
ら
市
の
ま
ち
と
し
て

発
展
し
た
五
日
市
は
、
渋
谷
が

ま
だ
村
だ
っ
た
頃
、
す
で
に
町

と
し
て
栄
え
て
い
ま
し
た
。
江

戸
の
昔
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
材

木
の
供
給
基
地
と
し
て
人
々
の

暮
ら
し
を
支
え
、
様
々
な
人
の

交
流
が
盛
ん
で
し
た
。
そ
し

て
、
地
域
を
象
徴
す
る
五
日
市

憲
法
草
案
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
新
し
い
息
吹
を
感
じ
さ
せ

る
豊
か
な
文
化
圏
が
形
成
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
作
品
で
は
、
今
に
引
き

継
が
れ
る
あ
き
る
野
の
歴
史
や

文
化
、
豊
か
な
自
然
を
再
認
識

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
地

域
の
発
展
を
支
え
た
人
々
や
今

を
生
き
る
人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り

を
、
情
緒
豊
か
に
描
い
て
い
ま

す
。
友
情
出
演
を
し
て
く
だ
さ

っ
た
俳
優
の
皆
さ
ん
の
巧
み
な

演
技
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
い
た
だ
い

た
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
活

躍
ぶ
り
も
注
目
で
す
。

　
市
で
は
、
地
域
に
暮
ら
す
私

た
ち
が
郷
土
に
誇
り
を
持
ち
、

魅
力
を
感
じ
て
生
き
生
き
と
し

た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、

「
東
京
の
ふ
る
さ
と
」
五
日
市

を
広
く
全
国
に
発
信
し
て
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。

　あきる野映画祭やあきる野夏
まつりをはじめとする各種イベ
ントの準備が進められています。
私たちの活力で被災地の復興を
支えるために、地域のまつりな
どのイベントも積極的に実施し
ましょう。

　
10
月
下
旬
の
劇
場
上
映
に
先

立
ち
、
あ
き
る
野
映
画
祭
（
市

主
催
、
運
営
は
実
行
委
員
会
）

の
初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
作
品

と
し
て
、
市
内
在
住
の
方
を
対

象
に
完
成
披
露
試
写
会
を
行
い

ま
す
。

※
会
場
の
客
席
数
に
限
り
が
あ

　
る
た
め
、
は
が
き
に
よ
る
申

　
し
込
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

　
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願

　
い
し
ま
す
。

▽
日
時
　
７
月
30
日
（土）
　
午
後

　
０
時
30
分
〜
午
後
４
時
頃

▽
場
所
　
秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル

▽
入
場
料
　
無
料

▽
対
象
者
　
市
内
在
住
の
方

※
試
写
会
終
了
後
、
メ
イ
キ
ン

　
グ
ビ
デ
オ
上
映
、
出
演
者
な

　
ど
に
よ
る
舞
台
挨
拶
を
行
い

　
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
は
最

　
後
ま
で
観
覧
で
き
る
方
と
さ

　
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
募
集
人
員
　
６
０
０
人

▽
申
込
み
方
法
な
ど
　
７
月
11

　
日
（月）
（
必
着
）
ま
で
に
、
往

　
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

　
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
送

　
付
し
て
く
だ
さ
い
。
申
し
込

　
み
は
、
本
人
と
同
伴
者
１
名

　
ま
で
で
す
。
同
伴
者
が
い
る

　
場
合
は
、
同
伴
者
の
住
所
、

　
氏
名
、
電
話
番
号
も
記
入
し

　
て
く
だ
さ
い
（
返
信
用
表
面

　
に
も
代
表
者
住
所
、
氏
名
を

　
記
入
）
。
応
募
者
多
数
の
場

　
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

※
抽
選
結
果
は
、
７
月
20
日
頃

　
ま
で
に
全
員
に
返
信
し
ま

　
す
。

▽
そ
の
他
　
電
話
や
窓
口
で
の

　
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
劇
場
上
映
は
、
10
月
下
旬
を

　
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
正
式

　
な
日
程
な
ど
が
決
ま
り
次

　
第
、
広
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
地
域
産

　
業
推
進
室
　
（
〒
１
９
７
―

　
０
８
１
４
　
二
宮
３
５
０
、

　
直
通
５
５
８
・
１
２
６
２
）

　
今
か
ら
お
よ
そ
３
０
０
万
年

前
に
生
息
し
て
い
た
ミ
エ
ゾ
ウ

（
学
名
ス
テ
ゴ
ド
ン
・
ミ
エ
ン

シ
ス
）
の
化
石
複
製
の
展
示
公

開
が
五
日
市
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　
ミ
エ
ゾ
ウ
が
生
息
し
て
い
た

当
時
、
五
日
市
の
す
ぐ
東
に
は

広
大
な
海
が
広
が
り
、
西
の
山

か
ら
は
土
砂
が
盛
ん
に
流
れ
込

ん
で
厚
い
砂
礫
層
を
形
成
し
て

い
ま
し
た
。
ミ
エ
ゾ
ウ
の
化
石

は
こ
の
砂
礫
層
の
間
に
挟
ま
れ

た
状
態
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
日
市
で
は
、
こ
の
他
に
も

１
５
０
０
万
年
ほ
ど
前
に
生
息

し
て
い
た
カ
バ
に
似
た
大
型
ほ

乳
動
物
パ
レ
オ
パ
ラ
ド
キ
シ
ア

を
は
じ
め
、
ク
モ
ヒ
ト
デ
、
サ

ン
ゴ
、
ウ
ニ
、
カ
イ
な
ど
、
様

々
な
種
類
、
時
代
の
化
石
が
数

多
く
発
見
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ

に
化
石
の
宝
庫
と
い
う
べ
き
特

色
の
あ
る
地
域
で
す
。

▽
展
示
場
所
　
五
日
市
地
域
交

　
流
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

▽
公
開
時
間
　
午
前
８
時
30
分

　
〜
午
後
９
時
30
分
（
年
末
年

　
始
の
休
館
日
を
除
く
）

※
無
料
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
生
涯
学
習
推
進
課

　
文
化
財
係
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再生紙を使用
しています

映
画
祭
で
完
成
披
露

　
　
　
　
試
写
会
開
催

太
古
の
昔
、
五
日
市
に

マ
ン
モ
ス
よ
り
も
大
き
な

ゾ
ウ
が
歩
い
て
い
ま
し
た

草村礼子
さん

遠藤久美子さん 山崎佳之さん
井上純一さん

夏樹陽子さん 尾美としのりさん 田中　健さ
ん

布施　博
さん

世帯と人口

―平成23年６月1日現在―

世帯 33,348世帯

人口 81.767人（前月比 10人減）

男　 40,928人

女　 40,839人

は

い
ち

さ
れ
き
そ
う


